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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第141期
第１四半期
連結累計期間

第142期
第１四半期
連結累計期間

第141期

会計期間

自  平成24年
    ４月１日
至  平成24年
    ６月30日

自  平成25年
    ４月１日
至  平成25年
    ６月30日

自  平成24年
    ４月１日
至  平成25年
    ３月31日

営業収益 (百万円) 8,438 8,836 34,205

経常利益 (百万円) 2,367 2,565 8,507

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,180 1,573 4,880

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) 656 2,731 7,616

純資産額 (百万円) 120,073 128,128 126,391

総資産額 (百万円) 297,020 313,329 312,613

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 10.12 13.49 41.84

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 39.98 40.52 39.97

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果を背景に公共投資は堅調を維持し、

生産や輸出、個人消費等は持ち直し傾向で推移しました。一方、海外経済の下振れ懸念等、景気の先行きに

ついては不透明な状況が続いております。

オフィスビル業界におきましては、当社のメイン事業エリアである東京、大阪各ビジネス地区の空室率

は、若干改善傾向にありましたものの依然高水準で推移しており、賃料水準は弱含みの状況が続いており

ます。

こうした状況の下で、当第１四半期連結累計期間の業績は、営業収益は8,836百万円と前年同四半期に

比べ398百万円（4.7％）の増収、営業利益は2,754百万円と182百万円（7.1％）の増益、経常利益は2,565

百万円と198百万円（8.4％）の増益となりました。

なお、特別損失として、前年同四半期は建替関連損失、投資有価証券評価損および固定資産除却損計416

百万円を計上したのに対して、当第１四半期連結累計期間は固定資産除却損４百万円を計上いたしまし

た。

この結果、四半期純利益は1,573百万円と392百万円（33.2％）の増益となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 土地建物賃貸事業

連結売上高の75.7％を占める当セグメントでは、前連結会計年度に稼働した「ダイビル本館」の通期

寄与により、売上高は6,690百万円と前年同四半期に比べ215百万円（3.3％）の増収となりました。費用

面では、修繕費が減少した一方、「ダイビル本館」の減価償却費等が増加いたしましたが、営業利益は

2,833百万円と127百万円（4.7％）の増益となりました。

② ビル管理事業

連結売上高の23.3％を占める当セグメントでは、前連結会計年度に子会社化した㈱丹新ビルサービス

の収益寄与により、売上高は2,057百万円と前年同四半期に比べ181百万円（9.6％）の増収となり、営業

利益は163百万円と20百万円（14.6％）の増益となりました。
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③ その他

　連結売上高の1.0％を占める当セグメントでは、売上高は88百万円と前年同四半期に比べ１百万円

（2.3％）の増収となり、営業利益は43百万円と15百万円（55.2％）の増益となりました。

　

(注)１　セグメント別の業績の売上高については、セグメント間の内部取引を含んでおりません。

２　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲介

等を含んでおります。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて716百万円増加し、313,329

百万円となりました。流動資産は、流動資産その他が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ

1,276百万円減少し、5,990百万円となりました。固定資産は、前連結会計年度末に比べ1,992百万円増加

し、307,338百万円となりました。これは主として、減価償却に伴い建物及び構築物が減少いたしましたも

のの、「新・新ダイビル（仮称）」の建設工事に伴う建設仮勘定の増加、株価の回復に伴う投資有価証券

の増加により、差引で増加したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて1,020百万円減少し、185,201

百万円となりました。流動負債は、未払法人税等が減少したこと等により、前連結会計年度に比べ534百万

円減少し、40,200百万円となりました。固定負債は、前連結会計年度に比べ486百万円減少し、145,000百万

円となりましたが、これは主として、長期借入金の減少と繰延税金負債の増加との差引によるものであり

ます。なお、有利子負債の合計額は、前連結会計年度末に比べて500百万円減少し、137,812百万円となりま

した。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて1,737百万円増加し、

128,128百万円となりました。これは主として、利益剰余金、その他有価証券評価差額金および為替換算調

整勘定の増加によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 116,851,049116,851,049
東京証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
単元株式数は100株でありま
す。

計 116,851,049116,851,049― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年６月30日 ― 116,851,049 ― 12,227 ― 13,850

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が把握できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成25年３月31日現在で記載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 219,400

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

116,579,000
1,165,790 同上

単元未満株式 普通株式 52,649 ― 同上

発行済株式総数 116,851,049― ―

総株主の議決権 ― 1,165,790 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,500株（議決権55個）含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式93株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
ダイビル㈱

大阪市北区中之島
三丁目３番23号

219,400― 219,400 0.19

計 ― 219,400― 219,400 0.19

(注)　上記の所有者の住所は、平成25年８月12日に大阪市北区中之島三丁目６番32号に移転しております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

ダイビル株式会社(E03861)

四半期報告書

 7/16



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,757 4,602

営業未収入金 874 865

たな卸資産 44 33

繰延税金資産 413 301

その他 1,183 197

貸倒引当金 △7 △9

流動資産合計 7,266 5,990

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 99,055 97,720

土地 148,738 148,738

信託土地 31,231 31,231

建設仮勘定 1,290 3,193

その他（純額） 585 591

有形固定資産合計 280,901 281,476

無形固定資産

のれん 1,390 1,469

その他 5,301 5,706

無形固定資産合計 6,692 7,176

投資その他の資産

投資有価証券 16,007 16,902

繰延税金資産 90 85

その他 1,671 1,715

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 17,751 18,685

固定資産合計 305,346 307,338

資産合計 312,613 313,329

EDINET提出書類

ダイビル株式会社(E03861)

四半期報告書

 8/16



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 22,755 22,755

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

コマーシャル・ペーパー 2,000 2,500

未払法人税等 1,555 695

役員賞与引当金 43 －

その他 4,381 4,250

流動負債合計 40,735 40,200

固定負債

社債 70,000 70,000

長期借入金 33,557 32,557

受入敷金保証金 26,302 26,406

繰延税金負債 5,136 5,625

再評価に係る繰延税金負債 9,338 9,338

退職給付引当金 529 526

役員退職慰労引当金 431 335

その他 191 209

固定負債合計 145,486 145,000

負債合計 186,222 185,201

純資産の部

株主資本

資本金 12,227 12,227

資本剰余金 13,852 13,852

利益剰余金 80,951 81,824

自己株式 △142 △142

株主資本合計 106,890 107,762

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,615 7,223

土地再評価差額金 10,879 10,879

為替換算調整勘定 570 1,089

その他の包括利益累計額合計 18,065 19,192

少数株主持分 1,435 1,172

純資産合計 126,391 128,128

負債純資産合計 312,613 313,329
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

営業収益 8,438 8,836

営業原価 5,136 5,374

営業総利益 3,302 3,462

販売費及び一般管理費 729 707

営業利益 2,572 2,754

営業外収益

受取利息 10 11

受取配当金 193 188

その他 3 24

営業外収益合計 207 224

営業外費用

支払利息 393 405

その他 19 8

営業外費用合計 412 413

経常利益 2,367 2,565

特別損失

建替関連損失 ※
 328 －

投資有価証券評価損 66 －

固定資産除却損 21 4

特別損失合計 416 4

税金等調整前四半期純利益 1,951 2,560

法人税、住民税及び事業税 606 748

法人税等調整額 152 208

法人税等合計 759 957

少数株主損益調整前四半期純利益 1,191 1,603

少数株主利益 10 30

四半期純利益 1,180 1,573
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,191 1,603

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △848 607

為替換算調整勘定 313 519

その他の包括利益合計 △535 1,127

四半期包括利益 656 2,731

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 645 2,700

少数株主に係る四半期包括利益 10 30
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※　ダイビル本館の建替に関連して発生したものであり、費目及び金額は、次のとおりであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
  至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
  至　平成25年６月30日)

ダイビル解体費用  　328百万円 　　―百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、次のとお

りであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 1,364百万円 1,564百万円

のれん償却額 　 14百万円 　 25百万円

　

(株主資本等関係)

　前第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 641 5.50平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　当第１四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 699 6.00平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額
（注３）土地建物

賃貸事業
ビル
管理事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,4751,8768,352 86 8,438 ― 8,438

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

24 425 450 ― 450 △450 ―

計 6,5002,3028,802 86 8,888△450 8,438

セグメント利益 2,706 142 2,848 28 2,877△304 2,572

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲介等
を含んでおります。

 ２　セグメント利益の調整額△304百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△306百万円等であり
ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であり
ます。

 ３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額
（注３）土地建物

賃貸事業
ビル
管理事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,6902,0578,748 88 8,836 ― 8,836

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

24 482 507 ― 507 △507 ―

計 6,7152,5409,255 88 9,344△507 8,836

セグメント利益 2,833 163 2,997 43 3,040△286 2,754

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲介等
を含んでおります。

 ２　セグメント利益の調整額△286百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△292百万円等であり
ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であり
ます。

 ３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

　  １株当たり四半期純利益金額 10円12銭 13円49銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額 (百万円) 1,180 1,573

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額 (百万円) 1,180 1,573

    普通株式の期中平均株式数 (千株) 116,632 116,631

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年８月13日

ダイビル株式会社

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　井　　隆　　雄    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    洪　　　　　性 　 禎    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダ
イビル株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運
用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定さ
れた手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイビル株式会社及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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